
学校図書館研究部 

 

１ 研究主題 「自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人」を育む学校図書館教育の推進 

        ～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 

情報活用能力の育成と豊かな心を育む読書指導の創造～ 

 

２ 研究主題について 

 

 

 

 

 

 

視点① カリキュラムマネジメント（教科等横断的な学習）を充実させる視点 

教育課程の中に、情報活用能力・読書指導に関する各資質・能力をどの単元で重点的に育てるのか、

を位置付けていく。 

視点② 学習の基盤となる「情報活用能力」の育成の視点  

＜情報センターとしての機能＞ 

 横浜モデル「情報活用能力」体系表の項目について、情報活用能力の育成に関する学びを位置づけ

る。一つひとつの資質・能力は、単独で育成を図るものではなく、課題解決的な学習のプロセスの中で

育まれるため、日常の授業の中にしっかりと位置付けていく。 

視点③ 言語能力を向上させる重要な活動である「読書活動」の推進の視点 

＜読書センターとしての機能＞ 

 横浜モデル「読書活動を通して育成を目指す資質・能力 」体系表の項目について、読書指導に関す

る学びの履歴を表す。「読書活動を通して育成を目指す資質・能力」についての実態を把握し、日々の

読書活動の中に位置付けていく。 

視点④ 主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善の視点「児童が自ら問いを見出し解決する力」 

 ＜学習センターとしての機能＞ 

（１） 各教科等の「見方・考え方」を働かせた「課題解決的な学習のプロセス」の充実 

（２） 言語活動の充実 

（３） 情報手段に加えて，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の活用 

（４） 見通しを立てたり，振り返ったりする学習活動 

（５） 体験的な活動の充実 

（６） 課題選択及び自主的，自発的な学習の促進 

～興味・関心を生かした学習指導・本気で課題解決に向かう、明確な目的意識と相手意識～ 

（７） 学校図書館の利活用 

視点⑤ 「子どもの学ぶ姿」を対象とする授業研究の視点 

～授業者・参観者の｢子どもの学びを見取る力｣を向上させるために～ 

授業を参観しながら、問題状況の原因とその改善策を考え続けなければならない。協議会では、互い

のアイディアを披瀝し合い、よりよい授業へのヒントをたくさん出し合うことに重点を置く。 

 



３ 研究方法 

コロナ禍での工夫① Google ドライブを活用した指導案検討と情報共有 

 Google ドライブを活用し、作成した指導案をクラウド上にアップすることで会員が好きな時に指導

案を見ることができた。事前に指導案に目を通すことで検討日当日により内容の濃い検討となり、時間

の短縮にもつながった。 

 

コロナ禍での工夫② Excel スプレッドシートを活用した意見交換と感想交流 

 QR コードから簡単にスプレッドシートにアクセスできるようにすることで、研究方法のアイディア

を集めたり、授業研究会についての感想を書き込んだりすることができるようになった。 

 

コロナ禍での工夫③ Google meet を活用した集合型とオンライン型のハイブリッドな授業研究会 

 市一斉授業研究会当日には、密を避けるために教室内に入る人数をできる限り少なくし、多くの参観

者は同学校内の体育館にてリアルタイムで授業の様子を参観した。教師の指示や児童の発言、つぶやき

が参観者に聞き取りやすいようにワイヤレスマイクによって音を拾った。感染症対策を行ったうえで、

最大限にライブ感のある授業研究会を行うことができた。 

 

４ 年間活動報告 

月 活 動 内 容 

 ６月 重点研究会＜重点研究立ち上げ・年間計画＞（１６日） 

７月 審査部研修会・区部長会＜読書感想文要項説明＞（７日） 

夏季合同研修＜午前：実践提案 午後：講演会 講師 作家 くすのき しげのり 氏＞ 

８月 関東学区学校図書館研究大会茨城大会＜オンライン開催＞ 

９月 重点研究会＜重点研究指導案検討＞（８日） 

区部長・審査部研修＜読書感想画研修＞ 

１０月 企画会（６日） 

１１月 読書感想文コンクール市審査会（２４日） 

＜（第１次審査は在宅審査）・第２次審査＞ 

１２月 市一斉授業研究会＜横浜市立新治小学校＞（１日） 

第１次教育研究大会＜オンライン開催＞ 

１月 市読書感想画コンクール審査会（１２日） 

２月 読書感想文画コンクール表彰式（７日） 

県小学校教育研究会中央研究大会＜オンライン開催＞（２日） 

第二次教育研究大会＜集合・オンラインハイブリッド開催＞（９日） 

３月 幹事会・区部長会・総会＜オンライン開催＞（９日） 

企画会（２９日） 

 

５ 研究の成果と課題 

 〇「学びを止めない」のスローガンに則り、コロナ禍でもオンラインやクラウドサービスを活用して

研究・研修を進めることができたのは成果と言える。 

 〇一人一台の GIGA 端末が本格導入されたことで、情報活用能力の一層の育成が必要となり、学校

図書館研究部で目指す情報活用能力の横浜モデルの更なる実践と充実が求められる。 


